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●７月１２日（火）に２年生を対象に、人権・同和教育 

の特別講演が開催されました。瀧本先生のコーディネ 
ートのもとに、１年生保護者の小寺智恵さんにご来校 
いただき、「障がいを抱えながら生きるということ」と 
いう演題でご講演を賜りました。明るく前向きな息子 
さんと、温かく見守り支えるご家族の想いや、障がい 
に対する根本的な問いかけ、「障がいって何だろう？」 
ということについて、「数学が苦手」「泳げない」とい 
うことと同様で、できないことはあるけれど、それも 
個性の一つであって、人と人との温かいかかわりや支 
えによって補っていけば「障がい」ではなくなるんだ 
よという力強いメッセージをいただきました。生徒た 
ち一人ひとりも真剣に聴き入り、いろいろなことを感 
じ、考えて、自己の生き方と照らし合わせて行動に結びつけていく意欲が育ったように思います。 
小寺さん本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

★講演から学んだこと・感想・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●今日の講演を聞いて、障がい者の方についてたくさんの知識を持つことができてよかったです。障がいを持っている人の親の 
話を聞くことは初めてだったので、どんな話が聞けるのか楽しみでした。ちょっと体に障害があったりするけど、やはり普通 
の人と何一つ変わらないという言葉が胸に刺さりました。だから、壁を作らず普通に接するのが相手にとっても嬉しいことが 
わかり、今まで自分が思っていたことが少し変わりました。ジグソーパズルの話にたとえられた話で、互いの個性を補い合っ 
て生きていかないといけないなと思いました。この話はこれから自分が社会に出てからいろんな人と出会ったときにしっかり 
心の中に覚えておきたいと思いました。 

●今日の講演を聞いて、今まで自分にはなかった考えを持つことができました。小寺さんが言っておられたように、“障がい”と 
いうのは“できないこと”が周りの人より多かったりするだけであって、周りの人が手を差し伸べてあげて、その“できない 
こと”を補ってあげれば、何ら変わらず私たちと同じであるんだと思えました。“障がい”というのは、周りの人の考え、助け 
によって軽くしてあげることができるのだとわかりました。でも自分はだからと言って何でもしてあげるというのは違うと思 
うので、まずは相手のことをしっかり理解する必要があると思いました。 

●障がいを持っている人を見かけて気遣うのは良いことだと思うけど、だからといって特別扱いするのはよくないことなのかな 
と思った。自分たちにできることは他の人と同じような感覚で生活し、その中でも思いやりの心を持ちながら、助けが必要な 
時に手助けをすることだと思った。 

●今回の人権の講演を聞いて、障がいを持っているからどうとかでなく、皆同じ人なんだということを改めて感じました。もっ 
と相手のことを考え、自分がその立場に立ったらどうなのか、相手の気持ちを考えて人と接していきたいです。 
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